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せ
ん
だ
い
青
葉
山
交
流
広
場
に
整
備

す
る
「
音
楽
ホ
ー
ル
」
と
「
中
心
部
震
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青
葉
山
エ
リ
ア
の
複
合

施
設
基
本
設
計
業
務
受

注
候
補
者
を
選
定

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

74

市政
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行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
行
財
政
改
革
や
市
民
協
働
、

組
織
力
向
上
な
ど
の
取
り
組
み
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
に

「
仙
台
市
役
所
経
営
プ
ラ
ン
（
令
和
４

年
度
～
令
和
８
年
度
）」
を
策
定
し
ま

し
た
。
市
の
目
指
す
姿
と
し
て
、「
未

来
世
代
に
責
任
あ
る
財
政
運
営
」「
想

定
外
の
危
機
を
し
な
や
か
に
乗
り
越
え

る
組
織
」「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
と
組
織
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」「
協

働
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
発
」「
働

く
場
と
し
て
選
ば
れ
る
組
織
」
の
５
つ

を
掲
げ
、
歳
入
増
加
や
歳
出
見
直
し
等

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
令
和
５
年
度
の
実
績
が
ま

と
ま
り
、
取
り
組
み
の
効
果
額
は
約
50

億
円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
支
え
る
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〈
主
な
取
り
組
み
実
績
〉

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用

■
収
納
率
向
上
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積

極
的
導
入　
■
若
者
が
活
躍
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

◎
「
仙
台
市
役
所
経
営
プ
ラ
ン
（
令
和

４
年
度
～
令
和
８
年
度
）」
の
実
績
は
、

市
役
所
本
庁
舎
２
階
市
政
情
報
セ
ン
タ

ー
、
宮
城
野
区
・
若
林
区
・
太
白
区
情

報
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す

絵
本
を
通
し
て
、
親
子
で
震
災
を
考
え
る

　
　

絵
本
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
男
子
会

　

代
表　

京
極　

利
光

「
あ
の
ひ
の
こ
と

 

―
Ｒリ

メ

ン

バ

ー

ｅ
ｍ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ

　

Ｍマ

ー

チ

ａ
ｒ
ｃ
ｈ
11
，
２
０
１
１
」

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福
島
の

原
子
力
発
電
所
は
大
き
な
被
害
を
受

け
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
原
子
力
発
電
所
か
ら
20
キ
ロ
の
範

囲
は
人
々
の
立
ち
入
り
禁
止
区
域
と

な
り
、
そ
の
地
域
の
牧
場
で
飼
育
さ

れ
て
い
た
牛
は
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

て
い
る
た
め
殺
処
分
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
地
に

残
り
、
食
べ
ら
れ
な
い
・
売
れ
な
い

牛
た
ち
の
命
を
懸
命
に
守
っ
て
い
る

１
人
の
牛
飼
い
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　
文
中
の
「
売
れ
な
い
牛
を
生
か
し

つ
づ
け
る
。
意
味
が
な
い
か
な
。
バ

カ
み
た
い
か
な
。
い
っ
ぱ
い
考
え
た

よ
。
オ
レ
、
牛
飼
い
だ
か
ら
さ
」
か

ら
、
生
き
て
い
る
命
を
守
る
大
切
さ

を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
た
１
人

の
少
年
か
ら
の
聞
き
取
り
を
基
に
描

か
れ
た
絵
本
で
、
幼
い
少
年
が
初
め

て
経
験
す
る
強
い
地
震
の
揺
れ
と
津

波
の
恐
怖
、
家
族
と
離
れ
離
れ
に
な

っ
て
独
り
ぼ
っ
ち
で
不
安
な
夜
を
迎

え
…
そ
し
て
家
族
と
再
会
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
体
験
を
通
し

て
家
族
の
絆
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

少
年
は
「
希
望
の
光
」
を
見
つ
け
ま

す
。

　
少
年
の
気
持
ち
が
繊
細
な
タ
ッ
チ

で
描
か
れ
て
お
り
、
大
人
に
も
子
ど

も
に
も
「
家
族
の
愛
」「
絆
の
深

さ
」「
命
の
尊
さ
」
を
、
改
め
て
気

づ
か
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。
優
し

く
暖
か
い
色
合
い
の
、
葉
祥
明
さ
ん

の
絵
も
そ
れ
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま

す
。

葉
よう

祥
しょう

明
めい

／絵・文　
佼成出版社　刊

森絵都／作
吉田尚令／絵
岩崎書店　刊

「
希
望
の
牧
場
」

災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
」
の
複
合
施
設
に

つ
い
て
、
９
月
８
日
、
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
仙
台
で
、
基
本
設
計
業
務
委

託
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
最

終
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
終
審
査
に
は
、
参
加
表
明
を
し
た

77
者
の
う
ち
、
１
次
審
査
お
よ
び
２
次

審
査
を
通
過
し
た
５
者
が
出
席
。
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
経
て
、
基
本
設
計
業
務
の
受
注
候
補

者
に
「
株
式
会
社
藤
本
壮
介
建
築
設
計

事
務
所
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

契
約
締
結
に
向
け
た
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
令
和
13
年
度
の
開
館
を
目

指
し
、
市
民
や
関
係
者
と
意
見
交
換
を

重
ね
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

仙台市の人口（対前月増減数）
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８
月
29
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
４

日
間
、
障
害
の
あ
る
方
の
芸
術
活
動
の

普
及
と
振
興
を
目
的
に
、「
Ａア
ー
ト
ｒ
ｔ 

ｔト
ゥｏ 

Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
！
障
が
い
者
芸
術
世
界

展 

Ｉ
Ｎ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ 

２
０
２
４
」

が
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
Ａ
ｒ
ｔ 

ｔ

ｏ 
Ｙ
ｏ
ｕ
！
東
北
障
が
い
者
芸
術
全

国
公
募
展
」
が
10
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
作
品
募
集
エ
リ
ア
を
こ
れ
ま
で

の
日
本
国
内
か
ら
世
界
中
へ
と
広
げ
、

名
称
を
新
た
に
し
た
も
の
で
す
。

市政
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障
害
の
あ
る
方
が
制
作

し
た
芸
術
の
世
界
へ

　
こ
の
作
品
展
で
は
、
障
害
の
あ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
制
作
し
た
絵
画
、
工
芸

な
ど
の
芸
術
作
品
を
募
集
。
今
年
は
国

内
か
ら
１
２
６
０
作
品
、
ア
メ
リ
カ
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
、
海

外
か
ら
１
６
３
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
第
１

次
審
査
会
で
入
選
し
た
１
３
５
作
品

（
う
ち
海
外
作
品
は
19
作
品
）
を
展
示
。

最
終
日
の
９
月
１
日
に
は
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
作
品
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
の
投
票

で
決
定
す
る
「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
仙

台
市
長
賞
」
に
は
、
佐
久
間
智
之
氏
の

作
品
「
人
　々
憩
い
の
峠
」
が
選
ば
れ
、

郡
市
長
が
賞
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
、「
自
分
に
は
な
い

発
想
の
作
品
が
多
く
て
面
白
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
創
造
性
に
富

ん
だ
色
の
使
い
方
や
構
図
に
見
入
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
で
は
現
在
、
建
て
替

え
に
向
け
た
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
９
月
か
ら
先
行
解
体
工

事
が
始
ま
り
、
現
本
庁
舎
低
層
棟
、
議

会
棟
、
噴
水
広
場
等
の
解
体
が
完
了
。

新
本
庁
舎
の
建
設
が
始
ま
る
の
を
前
に
、

８
月
26
日
、
第
１
期
工
事
（
令
和
９
年

度
ま
で
行
わ
れ
る
、
新
本
庁
舎
本
体
部

分
の
工
事
）
の
起
工
式
が
旧
議
会
棟
前

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
工

事
関
係
者
ら
約
40
人
が
出
席
し
、
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
先
行
解
体
工
事
が
終
了
し

た
現
本
庁
舎
の
南
側
に
、
地
上
15
階
、

地
下
２
階
の
新
本
庁
舎
を
建
設
し
、
第

１
期
工
事
終
了
後
の
令
和
10
年
度
に
供

用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、

庁
舎
建
て
替
え
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
市
民

と
と
も
に
、
ま
ち
と
と
も
に
新
た
な
時

代
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
庁

舎
」
の
実
現
を
目
指
し
、
着
実
な
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市政
トピックス

仙
台
市
役
所
本
庁
舎
整

備
第
１
期
工
事
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲起工式で行われた「くわ入れ
の儀」の様子

男：530,480人　女：565,682人　計1,096,162人（－360)　550,588世帯（－128）　9月１日現在

▲絵画や工芸など、個性あふれる作品が
来場者を楽しませていました
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赤
間
凛り

音ず

選
手
・
張
本
美
和
選
手
に

「
賛
辞
の
楯た

て

」
を
贈
呈

　
パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
出
場
し
、
見
事
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
女
子
ス
ト
リ

ー
ト
の
赤
間
凜
音
選
手
と
、
卓
球
女
子

団
体
の
張
本
美
和
選
手
の
功
績
を
た
た

え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
賛
辞
の
楯
」
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
、
本
市
泉
区
出
身
で
、
現

在
も
市
内
の
高
校
に
通
う
赤
間
選
手
へ

の
贈
呈
式
を
実
施
。
会
場
に
は
、
メ
ダ

ル
獲
得
後
に
泉
区
役
所
に
設
置
さ
れ
、

市
民
の
方
々
か
ら
の
祝
福
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
き
込
ま
れ
た
旗
も
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
赤
間
選
手
は
「
仙
台
市
に
銀
メ

ダ
ル
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。
郡
市
長
は
「
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２

位
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
素
晴

ら
し
い
演
技
を
見
せ
て
く
れ
た
」
と
健

闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
に
は
、
卓
球
女
子
団
体
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
本
市
出
身
の
張

本
選
手
に
「
賛
辞
の
楯
」
を
贈
呈
。
張

本
選
手
は
「
皆
さ
ま
の
応
援
の
お
か
げ

で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
４
年
後
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ま
た
頑
張
り
ま

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
お
二
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
仙
台
市

議
会
議
長
特
別
表
彰
」
の
授
与
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

 赤間凛音選手（中央）

▲市民の皆さんから赤間選
手へたくさんのお祝いの言
葉が寄せられた旗

 張本美和選手（左から２番目）


